











Nutrient inflow from creeks around the lake Miyajimanuma 
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Lake Miyajimanuma is a wetland habitat located east of Bibai City and is a stopover site waterfowl therefore, this wetland is 
registered under the Ramsar Convention. Lake Miyajimanuma is surrounded by paddy rice fields and farmland. Due to nutrient 
loading from waterfowl and agricultural land, eutrophication is escalated at Lake Miyajimanuma. It has been previously 
suggested that the influence of agricultural land on the lake is stronger than that of waterfowl. To estimate nutrient loading from 
agricultural land, we evaluated the nutrient concentration and flow rates of four drainages from agricultural land and Ishikari 
River, which is a source of irrigation water. Based on these findings, we calculated TN and TP inflow. TN and TP inflow of one 
drainage with a small drainage area occupied by paddy rice fields were 16.4 T-N kg ha–1 0.24 T-P kg ha–1. In another drainage 




























約登録湿地であり、水面積は約 30 ha、平均水深 1.7 m
と浅い湖沼である。マガンの中継地として国内最大であ























への流入口は 4 箇所あり (IN01-04)、それぞれが周辺農
地の排水路に繋がっている。それぞれの排水路は決めら
れた集水域からのみ排水し、その面積は 452,441 m2 に
及ぶ。水田や畑地の農業排水は、夏季において沼の水を
































Fig. 1 Observation points, agricultural irrigation creeks, and water catchment areas around the Lake Miyajimanuma. The bold 












 量をそれぞれ5.04および4.40 g T-P m-2 y-1 と見積もり、
これらの値は、農業用水に由来するリンの負荷量 1.20
および1.67 g T-P m-2 y-1 に比べ大きいことが示された。
Vollenweider Input – Output model [Vollenweider, 1975] に


















2013 年 6 月 9 日、6 月 25 日、7 月 14 日、9 月 1 日、
10 月 6 日、10 月 27 日に、Fig.1 の測点において観測を






 TN 濃度、TP 濃度、水路流量を測定した。水路流量は










3.1. TN 濃度 
 石狩川及び幹線水路における TN 濃度を Fig. 2 (a) に
示す。幹線水路での IS02 および IS04 において、9 月上
旬での濃度が高くなる傾向がみられた。 
 流入水路における TN 濃度を Fig. 2 (b) に示す。9-10
月に IN02および IN04において他観測日と比べ高濃度で
あった。 
湖内及び流出水路における TN 濃度を Fig. 2 (c) に示す。
























Fig. 2 TN concentration (μM) in 3 rivers; (a) Ishikari River and irrigation lines in IS01 (□), IS02 (◇), IS03 (△), IS04 (○), (b) 
4 drainages in IN01 (□), IN02 (◇), IN03 (△), IN04 (○), and (c) Lake Miyajimanuma and outflow line in M01 (■), OUT01 
(◆). 
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 3.2. TP 濃度 
 石狩川及び幹線水路における TP 濃度を Fig. 3 (a) に
示す。IS04 では 10 月に濃度が低かった。 流入水路に
おける TP 濃度を Fig. 3 (b) 示す。6 月 25 日において全
測点で濃度上昇がみられた。以降の 7 月 14 日から濃度
が低くなる傾向がみられた。 
 湖内及び流出水路における TP 濃度を Fig. 3 (c) に示















































Fig. 4 Same as Fig. 2 except for Flow rates (L s-1). 
 
4. 考察 






しかし IN01 および IN03 は反対に秋期に TN 濃度が低下
しているが、農地の利用方法の違いからと考えられる。 













Fig. 3 Same as Fig. 2 except for TP concentration (μM) . 
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 4.2. 石狩川から周辺農地への影響 

















 石狩川から周辺農地への TN・TP 流入量を Fig. 5 (a, b) 
に示す。IN02 における TN・TP の流入量は 230 T-N kg、
3.75 T-P kg と他流入水路よりも多い。これは Fig. 1 から
も分かるように、IN02 のもつ集水面積が、他測点の持
つ集水面積よりも広いため必要とされる農業用水が多
いからである。また IN03 における TN・TP 流入量は 45.3 
T-N kg、0.73 T-P kg と最も少ない。農地面積が関係して





























Fig. 5 (a) TN inflow (kg) and (b) TP inflow (kg) from Ishikari River to farmland, (c) TN inflow (kg) and (d) TP inflow (kg) from 






 流入水路から宮島沼への TN・TP 流入量を Fig. 5 (c, d) 
に示す。各流入水路からの流入量でも IN02 において
293.7 T-N kg、4.77 T-P kg と最も多い事が分かった。ま
た、集水域の農地面積が最も狭い IN03 では 140 T-N kg
の流入量を示し、IN04 の 147 T-N kg よりも僅かに小さ
かった。IN03 の TP 流入量は IN02 の 4.77 T-P kg に次ぐ
2.15 T-P kg を示した。IN03 は集水域の農地面積が IN02 




































Fig. 6 (a) TN inflow (kg) and (b) TP inflow (kg) from 




らの TN、TP によるものであり IN02 の集水域の農地が
与える影響は 62.7 T-N kg、1.01 T-P kg と、最も集水面積
の狭い IN03 よりも小さいことが明らかである。IN03 に
おける TN、TP 流入量は 94.6 T-N kg、1.41 T-P kg と他
測点よりも高いことから、宮島沼への影響が最も高いと
いえる。IN04 では TN 流入量が 87.2 T-N kg と IN03 に
次いで高いことから宮島沼への影響が大きいといえる。
また IN01 での TP 流入量が -0.31 T-P kg を示すことか





のは IN03 であった。次に流入量が多かった測点は IN04
であった。IN01 および IN02 ではどちらも流入量が少な
いことが分かった。 
4.5. 宮島沼周辺農地における土地利用 



























Fig. 7 (a) TN inflow (kg ha-1) and (b) TP inflow (kg ha-1) 









 面積の大きさに関わらず IN01、IN02、IN03 では水田
の割合が高かった。IN01 および IN02 における田畑の面
積比はほぼ同様であった。これは Fig. 7 (a) における
IN01 および IN02 の単位面積当たりの TN 流入量がほぼ
差がなかったことと関係があると考えられる。IN03 で
はより水田の面積割合が高く (集水域全体の 78%)、畑




















































 宮島沼の周辺農地における TN、TP の流入において、
IN03 の集水域が最も宮島沼へ影響を持つことが明らか
になった。また石狩川取水時 (IS01) の栄養塩濃度が高
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